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問題

立命館大学では、学生ジョブコーチの実践研究を行い、

障害のある生徒や成人を対象に、就労先・実習先の職場

での援助を行ってきた（望月他, 2010）。また大学内に模

擬喫茶店舗を設け、就労実習の場として援助を行ってい

る（中鹿他, 2012; 尾西他, 2013, 小島他, 2014）。本報告

では、支援事例を通して模擬喫茶店舗が対象者のQOL

拡大を支援する場面としてどのように機能しているかに

ついて検討する。

事例

対象者 A支援学校に通う高等部2年生の男子生徒B

君が、支援学校における職場実習の一環として模擬喫茶

店舗での実習に参加した。

期間 連続する5日間の実習を行った。初めの3日間

は午前中のみ、残り2日間は午前と午後の実習を実施し

た。

場面 大学内に設けられた模擬喫茶店舗を使用した。

この店舗は一般的な喫茶店の仕様（客が座る席、レジカ

ウンター、厨房施設からなる）となっていて、対象者は

店員として実習に参加した。店長役ともう一人の店員役

は、大学院生と大学生が担当した。他に直接支援を行う

係（ジョブコーチ：JC）と撮影・記録係がいた。

業務 対象者が行う業務は、１）開店準備、２）接客

（客の入店から注文を取り、品物を提供する）、３）会計、

４）閉店作業、５）売上計算、６）その他の作業であっ

た。

事前情報 対象生徒の所属する学校から、今回の実習

にあたって目的として挙げられている情報は次のような

ものだった。１）わからないことがあるときに、質問が

できるようになること、２）客がいるときだけが仕事で

はなく、準備など臨機応変にできるようになってほしい、

こと。

実習結果 模擬喫茶店舗を利用した学生ジョブコーチ

による支援により、対象生徒の多くの「できる」を見出

すことができた。例えば、手がすいている時には、先を

見越してやっておくべきことを済ませることができる、

一回失敗したことについては、事前に行うことにより失

敗を回避することができる、などである。こうした行動

については、実習前の情報として学校から、実習中に達

成すべき目標や目的として挙げられていた内容であった。

これらの「できる」は実習までは確認されていなかった

ということができる。

これらの「できる」を見出すにあたっては、特に細か

い直接的な指導をしたわけではない。対象生徒が仕事の

流れを経験する中で、周囲のスタッフが「少し待って」

いられたこと、うまくできたらそのことを「強化する」

ことを繰り返し、そうした過程の中で職務に関連した行

動や工夫をする、あらかじめ準備をするなどの行動が出

現するようになったと考えられる。

まとめ

模擬店舗であることの利点は、対象者に応じたさまざ

まな“試行”を行うことができ、それを通じていくつも

の“できる”を発見・記述可能なことである。本事例で

は、それ以上に「待つ」ことが重要なポインであること

が示されたといえる。試すこと、待つことは同時に成立

しうることで相反することではない。また模擬店舗でな

くとも試してみる、待ってみることは普段の生活や学校

の中でも取り入れることができる支援といえる。
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